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ニュージーランド、日本２国間の DOHaD 研究協力の取り組み  
—オークランド大学 Liggins 研究所と連携する重要性—  
 
浜松医科大学附属病院  周産母子センター  伊東宏晃  
 
 私のような中高年世代の産科医にとりまして、Auckland 大学 Liggins 研究所の創
立者 Graham Liggins 博士は (1926-2010) あこがれの存在、雲上人でありました。HPA 
axis などの視点から、胎児発育、発達の制御の基本概念を確立し、四半世紀昔に胎
児 に 対 す る 先 駆 的 な translational research を 成 功 さ せ て お り ま す 。 Graham 
Liggins 博士の立案した治療は現在も全世界において標準治療となっております。
例えば、切迫早産状態にある妊婦に糖質コルチコイド（ベタメタゾン）を投与して、
経胎盤的に胎児の肺などの臓器の発達を促し、投与後に早産となった児の予後を改
善する治療などが有名であります。  
 次 の 指 導 者 Peter Gluckman 博 士 に よ り 、 Liggins 研 究 所 の perinatal 
translational research は DOHaD 研究へと大きく飛躍、発展しております。盟友で
ある Southampton 大学の Mark Hanson 教授とともに、 Peter Gluckman 博士は DOHaD
というコンセプトそのものを考案し、多くの共著を著し、国際 DOHaD 学会の初代理
事長を歴任されました。そして、今日、 Liggins 研究所は世界有数の DOHaD 研究の
拠点となっております。  
 第 5 回日本 DOHaD 研究会学術講演会では、 Liggins 研究所の現在の所長である
Frank Bloomfield 先生ならびに Justin O'Sullivan 先生をご講演に招聘しておりま
す。私の講演では、今回の招聘に至りました Liggins Institute と日本人 DOHaD 研
究者の交流の歴史を紹介したいと考えます。  
 日本とニュージーランドは東部環太平洋地域に位置する同じくらいの規模の島国
でありますが、人種的背景や生活習慣が大きく異なりますことから、両国のコホー
ト研究を比較検討することで新たな研究を展開することが期待されます。さらに、
Liggins 研究所はコホート研究、動物実験、 DOHaD のコンセプトを生かした科学教
育プログラム開発などにおいて一日の長があります。一方、我が国にはエピゲノム
解析など遺伝子解析の分野に多くの優秀な研究者の方々がおられます。両国の研究
者が相補的に共同研究を行う事で、新たな DOHaD 研究の発展が期待できると思いま
す。  
 さらに、東部環太平洋地域には、 Singapore Institute of Clinical Science や
University of Western Australia などの DOHaD 研究の拠点が急速に成長していま
す。日本 DOHaD 研究会と Liggins 研究所との連携を基軸として、これらの研究施設
と連携を深め、東部環太平洋地域おける DOHaD 研究のネットワーク形成を目指して
いくことを提案したいと思います。  
